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Ⅰ．調査の概要 

 

１．調査の目的 

 本調査は，地域の将来を担う若者の地元就職の促進と定着に効果的な事業を検討するための基

礎資料として活用することを目的に実施した。 

 

２．調査対象 

 ・市内の高校に在学する高校生 1,088 人 

 ・市内の高等教育機関に在学する大学生等 3,760 人 

 ・下記の事業所に勤務する，令和４年４月１日時点で 29 歳以下の正規雇用の若手社員 

 ・市内に所在する函館商工会議所・一般社団法人北海道中小企業家同友会函館支部の会員企業，

函館しごとネット登録企業，函館市内立地企業 1,207 事業所 

 

３．調査期間 

 令和４年８月１日 ～ 令和４年１０月３１日 

 

４．調査方法 

 ・調査票の配布・回収 

・調査票の郵送・返信用封筒での回収 

・チラシの配布・インターネット回答 

 

５．調査回収状況 

 調査対象数 
    

回答率  調査票 インターネット 

高校生 1,088 781 535 246 71.8% 

大学生等 3,760 433 -  433 11.5% 

若手社員 -  297 72 225 -  

企業 1,207 423 260 163 35.0% 

 

６．集計・分析上の留意事項 

・比率は百分率で表し，小数点以下第２位を四捨五入して算出した。このため，百分率の 

合計が 100.0％にならない場合がある。 

 ・複数回答可の設問は，回答を２つ以上選択していることがあるため，百分率の合計が

100.0％を越える場合がある。 

 ・各質問のサンプル数は「ｎ」で表記した。 

 

 

 

回答数 
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Ⅱ．調査結果【高校生】 

 

１．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 男性 女性 回答しない 無回答 合計 

総数 
290 人 475 人 10 人 6 人 781 人 

37.1% 60.8% 1.3% 0.8% 100.0% 

男性, 

37.1%

女性, 

60.8%

回答しない, 

1.3%

無回答, 

0.8%

(n=781)
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（２）居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 函館市内 函館市外 無回答 合計 

総数 
597 人 181 人 3 人 781 人 

76.4% 23.2% 0.4% 100.0% 

函館市内, 

76.4%

函館市外, 

23.2%

無回答, 

0.4%

(n=781)
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（３）一人暮らしの生活費 

 

東京など大都市圏では，地方よりも給料が高い一方で，家賃や物価などの生活費も多くか

かることは知っていますか。（単数回答） 

 

「知っている」が 93.2％，「知らなかった」が 4.9％となった。 

 

区分 知っている 知らなかった 無回答 合計 

総数 

728 人 38 人 15 人 781 人 

93.2% 4.9% 1.9% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている, 

93.2%

知らなかった, 

4.9%

無回答, 

1.9%

(n=781)
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（４）卒業後の進路希望 

 

卒業後の希望進路を 1つ選んでください。（単数回答） 

 

「函館市外で進学したい」が 53.4％と最も高く，次いで「函館市内で進学したい」が 27.3％，

「函館市内で就職したい」が 9.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
函館市内

で進学 

函館市外

で進学 

場所は未定

で進学 

函館市内

で就職 

函館市外

で就職 

場所は未定

で就職 

進路を決め

ていない 
無回答 合計 

総数 

213 人 417 人 16 人 70 人 17 人 7 人 5 人 36 人 781 人 

27.3% 53.4% 2.0% 9.0% 2.2% 0.9% 0.6% 4.6% 100.0% 

函館市内で進学, 

27.3%

函館市外で進学, 

53.4%

場所は未定で進学, 

2.0%

函館市内で就職, 

9.0%

函館市外で就職, 

2.2%

場所は未定で就職, 

0.9%

進路を決めていない, 

0.6%
無回答, 

4.6%

(n=781)
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２．進学予定者 

 

（１）進学後の学費や生活費について，家族と話したことがありますか。（単数回答）※卒業

後の進路で進学を選択した方のみ 

 

「ある」が 91.8％，「ない」が 8.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 ある ない 合計 

総数 
593 人 53 人 646 人 

91.8% 8.2% 100.0% 

ある, 

91.8%

ない, 

8.2%

(n=646)
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（２）進学にあたって，経済的な理由によって大学の学費などを貸与する奨学金制度を利用

する予定はありますか。（単数回答）※卒業後の進路で進学を選択した方のみ 

 

「ある」が 58.4％，「ない」が 30.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 ある ない わからない 無回答 合計 

総数 

377 人 194 人 73 人 2 人 646 人 

58.4% 30.0% 11.3% 0.3% 100.0% 

ある, 58.4%

ない, 30.0%

わからない, 

11.3%

無回答, 

0.3%

(n=646)
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（３）あなたは将来どんな職場で働きたいですか。（複数回答）※卒業後の進路で進学を選択した

方のみ 

 

「人間関係や雰囲気がよい職場」が 76.0％と最も高く，次いで「給料が高い職場」が 56.0％，

「休暇が取りやすい職場」が 49.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・教員 

・新しいことに挑戦できる職場 

区分 総数 

自分の能力を高める機会がある 302 人 46.7% 

人間関係や雰囲気がよい 491 人 76.0% 

休暇が取りやすい 319 人 49.4% 

残業が少ない 206 人 31.9% 

世の中や人のためになる仕事をしている 258 人 39.9% 

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する 25 人 3.9% 

長期間安定して働くことができる 265 人 41.0% 

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける 76 人 11.8% 

専門性の高い仕事にチャレンジできる 120 人 18.6% 

給料が高い 362 人 56.0% 

知名度が高い 42 人 6.5% 

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい 9 人 1.4% 

その他 5 人 0.8% 

まだ考えていない，わからない 9 人 1.4% 

無回答 1 人 0.2% 

合計 2,490 人   

46.7

76.0

49.4

31.9

39.9

3.9

41.0

11.8

18.6

56.0

6.5

1.4

0.8

1.4

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分の能力を高める機会がある

人間関係や雰囲気がよい

休暇が取りやすい

残業が少ない

世の中や人のためになる仕事をしている

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する

長期間安定して働くことができる

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける

専門性の高い仕事にチャレンジできる

給料が高い

知名度が高い

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい

その他

まだ考えていない，わからない

無回答

(%)

(n=646)
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（４）学校を卒業後は，函館で働きたいと思いますか。（単数回答）※卒業後の進路で進学を選択

した方のみ 

 

「思わない」が 46.4％，「わからない」が 31.9％，「思う」が 21.7％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 思う 思わない わからない 合計 

総数 
140 人 300 人 206 人 646 人 

21.7% 46.4% 31.9% 100.0% 

思う, 21.7%

思わない, 

46.4%

わからない, 

31.9%

(n=646)
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（５）函館で働きたいと思う理由はなんですか。（複数回答）※卒業後の進路で進学を選択した方

のうち，(４)で｢思う｣を選んだ方のみ 

 

「家族の近くで暮らしたいから」が 50.7％と最も高く，次いで「住みやすい街だと思うから」

が 47.9％，「函館に愛着があるから」が 40.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

函館に愛着がある 56 人 40.0% 

家族の近くで暮らしたい 71 人 50.7% 

子供の頃からの友人・知人がいる 34 人 24.3% 

やりたい仕事，働きたい職場がある 25 人 17.9% 

住みやすい街だと思う 67 人 47.9% 

函館を離れて暮らすのが不安 37 人 26.4% 

地域の発展に貢献したい 29 人 20.7% 

お金がかからない，経済的に有利 42 人 30.0% 

その他 1 人 0.7% 

無回答 4 人 2.9% 

合計 366 人   

40.0

50.7

24.3

17.9

47.9

26.4

20.7

30.0

0.7

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0

函館に愛着がある

家族の近くで暮らしたい

子供の頃からの友人・知人がいる

やりたい仕事，働きたい職場がある

住みやすい街だと思う

函館を離れて暮らすのが不安

地域の発展に貢献したい

お金がかからない，経済的に有利

その他

無回答

(%)

(n=140)
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（６）函館での就職を検討する際に，どのようなことが役立つと思いますか。 

（複数回答:３つまで）※卒業後の進路で進学を選択した方のうち，(４)で｢思う｣を選んだ方のみ 

 

「函館で就職するとお祝金が支給される」が 37.1％と最も高く，次いで「貸与型奨学金を支援

する制度がある」が 32.9％，「職場見学・インターンシップ受入，求人情報が定期的に提供される」

が 28.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.9

37.1

13.6

17.1

28.6

7.9

15.0

17.1

13.6

0.0

10.0

貸与型奨学金を支援する制度がある

函館で就職するとお祝金が支給される

就職活動する際の交通費が支給される

函館に戻って就職する際の

引越費用が支給される

職場見学・インターンシップ受入，

求人情報の提供

合同会社説明会の開催

先輩若手社員との交流会

会社や仕事内容，先輩社員の働く様子

などを紹介する動画，ＳＮＳ発信

家族を交えて就職先を検討する場合に

利用できる企業紹介ガイドブック

その他

無回答

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

(%)

(n=140)

区分 総数 

貸与型奨学金を支援する制度がある 46 人 32.9% 

函館で就職するとお祝金が支給される 52 人 37.1% 

就職活動する際の交通費が支給される 19 人 13.6% 

函館に戻って就職する際の引越費用が支給される 24 人 17.1% 

職場見学・インターンシップ受入， 

求人情報の提供 
40 人 28.6% 

合同会社説明会の開催 11 人 7.9% 

先輩若手社員との交流会 21 人 15.0% 

会社や仕事内容，先輩社員の働く様子 

などを紹介する動画，ＳＮＳ発信 
24 人 17.1% 

家族を交えて就職先を検討する場合に 

利用できる企業紹介ガイドブック 
19 人 13.6% 

その他 0 人 0.0% 

無回答 14 人 10.0% 

合計 270 人   
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（７）函館で働きたいと思わない理由はなんですか。（複数回答）※卒業後の進路で進学を選択し

た方のうち，(４)で｢思わない｣を選んだ方のみ 

 

「自分がやりたい仕事や働きたい職場が少なそうだから」が 54.7％と最も高く，次いで「住ん

でみたい都市や地域があるから」が 47.3％，「函館に自分が楽しめる娯楽が少ないから」が 43.7％

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・地元で働きたい 

・自分のやりたいことが函館ではできないから 

 

 

区分 総数 

函館の会社や仕事がよくわからない 28 人 9.3% 

給料が安そう 62 人 20.7% 

家族と離れて自立して生活したい 93 人 31.0% 

人間関係を新しく作ったり広げたりしたい 74 人 24.7% 

住んでみたい都市や地域がある 142 人 47.3% 

自分がやりたい仕事や働きたい職場が 

少なそう 
164 人 54.7% 

函館に自分が楽しめる娯楽が少ない 131 人 43.7% 

その他 15 人 5.0% 

無回答 8 人 2.7% 

合計 717 人   

9.3

20.7

31.0

24.7

47.3

54.7

43.7

5.0

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0

函館の会社や仕事がよくわからない

給料が安そう

家族と離れて自立して生活したい

人間関係を新しく作ったり広げたりしたい

住んでみたい都市や地域がある

自分がやりたい仕事や働きたい職場が少なそう

函館に自分が楽しめる娯楽が少ない

その他

無回答

(%)

(n=300)
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３．就職予定者 

 

（１）志望度が最も高い業種を１つ選んでください。（単数回答）※卒業後の進路で就職を選択し

た方のみ 

 

「その他」が 23.4％，「公務（国・地方自治体の公務員（教師を除く）)」が 18.1％，「宿泊業

（ホテルなど）」が 11.7％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・金融機関 

・警備会社 

区分 総数 

建設業 6 人 6.4% 

食料品製造業 5 人 5.3% 

その他の製造業 6 人 6.4% 

情報通信業 5 人 5.3% 

卸売・小売業 5 人 5.3% 

宿泊業 11 人 11.7% 

飲食業 3 人 3.2% 

教育，学習支援業 1 人 1.1% 

医療，福祉 4 人 4.3% 

公務(国・地方自治体の公務員(教師を除く)) 17 人 18.1% 

その他 22 人 23.4% 

まだ決まっていない 5 人 5.3% 

無回答 4 人 4.3% 

合計 94 人 100.0% 

建設業, 6.4%
食料品製造業, 5.3%

その他の製造業, 6.4%

情報通信業, 5.3%

卸売・小売業, 5.3%

宿泊業, 11.7%

飲食業, 3.2%

教育，学習支援業, 

1.1%医療，福祉, 4.3%

国・地方自治体

の公務員, 18.1%

その他, 23.4%

まだ決まっていない, 

5.3%

無回答, 4.3%

(n=94)



 

- 14 - 

（２）あなたは将来どんな職場で働きたいですか。（複数回答）※卒業後の進路で就職を選択した

方のみ 

 

「人間関係や雰囲気がよい職場」が73.4％と最も高く，次いで「休暇が取りやすい職場」が48.9％，

「給料が高い職場」が 41.5％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

自分の能力を高める機会がある 36 人 38.3% 

人間関係や雰囲気がよい 69 人 73.4% 

休暇が取りやすい 46 人 48.9% 

残業が少ない 20 人 21.3% 

世の中や人のためになる仕事をしている 30 人 31.9% 

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する 4 人 4.3% 

長期間安定して働くことができる 37 人 39.4% 

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける 3 人 3.2% 

専門性の高い仕事にチャレンジできる 7 人 7.4% 

給料が高い 39 人 41.5% 

知名度が高い 8 人 8.5% 

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい 0 人 0.0% 

その他 1 人 1.1% 

まだ考えていない，わからない 0 人 0.0% 

無回答 5 人 5.3% 

合計 305 人   

38.3

73.4

48.9

21.3

31.9

4.3

39.4

3.2

7.4

41.5

8.5

0.0

1.1

0.0

5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分の能力を高める機会がある

人間関係や雰囲気がよい

休暇が取りやすい

残業が少ない

世の中や人のためになる仕事をしている

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する

長期間安定して働くことができる

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける

専門性の高い仕事にチャレンジできる

給料が高い

知名度が高い

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい

その他

まだ考えていない，わからない

無回答

(%)

(n=94)
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（３）就職先や仕事を決めるときに参考にすることはなんですか。（複数回答）※卒業後の進路

で就職を選択した方のみ 

 

「担任や進路指導の先生の意見・アドバイス」が 68.1％と最も高く，次いで「家族・親戚の意

見・アドバイス」が 58.5％，「インターンシップ，職場見学」が 40.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

担任や進路指導の先生の意見・アドバイス 64 人 68.1% 

卒業生・先輩の意見・アドバイス 17 人 18.1% 

家族・親戚の意見・アドバイス 55 人 58.5% 

友人・知人の意見・アドバイス 15 人 16.0% 

インターンシップ，職場見学 38 人 40.4% 

会社説明会 37 人 39.4% 

会社のホームページ，ＳＮＳ 26 人 27.7% 

その他 1 人 1.1% 

無回答 5 人 5.3% 

合計 258 人   

68.1

18.1

58.5

16.0

40.4

39.4

27.7

1.1

5.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

担任や進路指導の先生の意見・アドバイス

卒業生・先輩の意見・アドバイス

家族・親戚の意見・アドバイス

友人・知人の意見・アドバイス

インターンシップ，職場見学

会社説明会

会社のホームページ，ＳＮＳ

その他

無回答

(%)

(n=94)
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（４）就職活動をする中で不安に思っていることはなんですか。（複数回答）※卒業後の進路で

就職を選択した方のみ 

 

「自分に向いている仕事は何か」が 38.3％と最も高く，次いで「雰囲気など，どんな会社なの

か分からない」が 33.0％，「やりたい仕事が見つかるか」が 19.1％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・面接 

・自分が頑張れるかどうか 

・体力がもつか 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

就職したい会社が見つかるか 11 人 11.7% 

家族と志望先の意見が合うか 5 人 5.3% 

やりたい仕事が見つかるか 18 人 19.1% 

自分に向いている仕事は何か 36 人 38.3% 

雰囲気など，どんな会社なのか分からない 31 人 33.0% 

就職のことを誰に相談してよいか分からない 7 人 7.4% 

その他 9 人 9.6% 

無回答 13 人 13.8% 

合計 130 人   

11.7

5.3

19.1

38.3

33.0

7.4

9.6

13.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

就職したい会社が見つかるか

家族と志望先の意見が合うか

やりたい仕事が見つかるか

自分に向いている仕事は何か

雰囲気など，どんな会社なのか分からない

就職のことを誰に相談してよいか分からない

その他

無回答

(%)

(n=94)
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（５）会社のどのようなことを知りたいですか。（複数回答）※卒業後の進路で就職を選択した方

のみ 

 

「具体的にどのような仕事をするのか」が 56.4％と最も高く，次いで「仕事の教わり方，学び

方」が 44.7％，「どんな人が働いているのか」が 42.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

ＰＲポイント 16 人 17.0% 

どんな人が働いているのか 40 人 42.6% 

具体的にどのような仕事をするのか 53 人 56.4% 

先輩社員の入社のきっかけ 21 人 22.3% 

先輩社員が感じる仕事のやりがい 34 人 36.2% 

会社が求める人物像 37 人 39.4% 

仕事の教わり方，学び方 42 人 44.7% 

その他 0 人 0.0% 

無回答 6 人 6.4% 

合計 249 人   

17.0

42.6

56.4

22.3

36.2

39.4

44.7

0.0

6.4

0.0 20.0 40.0 60.0

ＰＲポイント

どんな人が働いているのか

具体的にどのような仕事をするのか

先輩社員の入社のきっかけ

先輩社員が感じる仕事のやりがい

会社が求める人物像

仕事の教わり方，学び方

その他

無回答

(%)

(n=94)
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（６）函館で働きたいと思う理由はなんですか。（複数回答）※卒業後の進路で就職を選択した方

のうち，函館での就職を希望する方のみ 

 

「家族の近くで暮らしたいから」が 42.9％と最も高く，次いで「住みやすい街だと思うから」

と「お金がかからない，経済的に有利だから」がともに 37.1％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

函館に愛着がある 19 人 27.1% 

家族の近くで暮らしたい 30 人 42.9% 

子供の頃からの友人・知人がいる 14 人 20.0% 

やりたい仕事，働きたい職場がある 16 人 22.9% 

住みやすい街だと思う 26 人 37.1% 

函館を離れて暮らすのが不安 24 人 34.3% 

地域の発展に貢献したい 13 人 18.6% 

お金がかからない，経済的に有利 26 人 37.1% 

その他 0 人 0.0% 

無回答 1 人 1.4% 

合計 169 人   

27.1

42.9

20.0

22.9

37.1

34.3

18.6

37.1

0.0

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

函館に愛着がある

家族の近くで暮らしたい

子供の頃からの友人・知人がいる

やりたい仕事，働きたい職場がある

住みやすい街だと思う

函館を離れて暮らすのが不安

地域の発展に貢献したい

お金がかからない，経済的に有利

その他

無回答

(%)

(n=70)
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（７）就職先にあれば「うれしい」制度（取り組み）はなんですか。（複数回答:３つまで） 

※卒業後の進路で就職を選択した方のうち，函館での就職を希望する方のみ 

 

「函館で就職するとお祝金が支給される」と「未経験でも安心して仕事を覚えることができる

研修制度がある」がともに 55.7％と最も高く，次いで「リフレッシュ休暇など，会社オリジナル

の休暇制度がある」が 52.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1

55.7

21.4

52.9

37.1

55.7

0.0

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0

貸与型奨学金返還を支援する

お祝金が支給される

家賃補助手当などの住宅関連の支援制度

リフレッシュ休暇など，会社オリジナルの休暇制度

仕事に必要な資格を取得する費用をサポート

未経験でも安心して仕事を覚えることができる研修制度

その他

無回答

(%)

(n=70)

区分 総数 

貸与型奨学金返還を支援する 5 人 7.1% 

お祝金が支給される 39 人 55.7% 

家賃補助手当などの住宅関連の支援制度 15 人 21.4% 

リフレッシュ休暇など，会社オリジナルの休暇制度 37 人 52.9% 

仕事に必要な資格を取得する費用をサポート 26 人 37.1% 

未経験でも安心して仕事を覚えることができる研修制度 39 人 55.7% 

その他 0 人 0.0% 

無回答 1 人 1.4% 

合計 162 人   
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（８）函館で働きたいと思わない理由はなんですか。（複数回答）※卒業後の進路で就職を選択し

た方のうち，函館を離れて就職したい方のみ 

 

「住んでみたい都市や地域があるから」が 47.1％と最も高く，次いで「家族と離れて自立して

生活したいから」が 35.3％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

函館の会社や仕事がよくわからない 1 人 5.9% 

給料が安そう 2 人 11.8% 

家族と離れて自立して生活したい 6 人 35.3% 

人間関係を新しく作ったり広げたりしたい 5 人 29.4% 

住んでみたい都市や地域がある 8 人 47.1% 

自分がやりたい仕事や働きたい職場が少なそう 5 人 29.4% 

函館に自分が楽しめる娯楽が少ない 4 人 23.5% 

その他 0 人 0.0% 

無回答 2 人 11.8% 

合計 33 人   

5.9

11.8

35.3

29.4

47.1

29.4

23.5

0.0

11.8

函館の会社や仕事がよくわからない

給料が安そう

家族と離れて自立して生活したい

人間関係を新しく作ったり広げたりしたい

住んでみたい都市や地域がある

自分がやりたい仕事や働きたい職場が少なそう

函館に自分が楽しめる娯楽が少ない

その他

無回答

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)

(n=17)
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４．進路未定 

 

（１）あなたは将来どんな職場で働きたいですか。（複数回答）※卒業後の進路で｢まだ進路を決

めていない｣を選択した方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

自分の能力を高める機会がある 3 人 60.0% 

人間関係や雰囲気がよい 3 人 60.0% 

休暇が取りやすい 3 人 60.0% 

残業が少ない 3 人 60.0% 

世の中や人のためになる仕事をしている 2 人 40.0% 

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する 1 人 20.0% 

長期間安定して働くことができる 1 人 20.0% 

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける 0 人 0.0% 

専門性の高い仕事にチャレンジできる 2 人 40.0% 

給料が高い 3 人 60.0% 

知名度が高い 1 人 20.0% 

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい 0 人 0.0% 

その他 0 人 0.0% 

まだ考えていない，わからない 1 人 20.0% 

合計 23 人   

60.0

60.0

60.0

60.0

40.0

20.0

20.0

0.0

40.0

60.0

20.0

0.0

0.0

20.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分の能力を高める機会がある

人間関係や雰囲気がよい

休暇が取りやすい

残業が少ない

世の中や人のためになる仕事をしている

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する

長期間安定して働くことができる

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける

専門性の高い仕事にチャレンジできる

給料が高い

知名度が高い

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい

その他

まだ考えていない，わからない

(%)

(n=5)



 

- 22 - 

５．函館で働きたいと思う人を増やすためのアイデアがあれば自由にお書きください。（自由記述） 

 

自由記述を主な内容で分類すると，「企業誘致，働ける場の増加」に関する内容が 20.0％と最も

高く，次いで「娯楽施設等の建設・誘致」が 18.4％となった。 

 

区分 総数 

給料の上昇 19 人 10.0% 

大型商業施設の建設・誘致 28 人 14.7% 

娯楽施設等の建設・誘致 35 人 18.4% 

企業誘致，働ける場の増加 38 人 20.0% 

地元企業への支援 12 人 6.3% 

交通の利便性の向上・改善 6 人 3.2% 

住みよいまちづくり 24 人 12.6% 

地域の情報発信 12 人 6.3% 

子育て支援 3 人 1.6% 

移住・定住の促進 2 人 1.1% 

補助金等の支援 7 人 3.7% 

大学・専門学校を増やす 11 人 5.8% 

その他 34 人 17.9% 

合計 231 人   

※複数の分野にわたるアイデアについては重複してカウント 

 

〈その他の主な回答〉 

・特になし 

・行事を増やす 

・国がやろうとしないことを条例でやってほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(n=190) 
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Ⅲ．調査結果【大学生等】 

 

１．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 男性 女性 回答しない 無回答 合計 

総数 
240 人 182 人 10 人 1 人 433 人 

55.4% 42.0% 2.3% 0.2% 100.0% 

男性, 55.4%

女性, 42.0%

回答しない, 

2.3%

無回答, 

0.2%

(n=433)
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（２）学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 その他 合計 

総数 

134 人 95 人 111 人 27 人 66 人 433 人 

30.9% 21.9% 25.6% 6.2% 15.2% 100.0% 

１年生, 30.9%

２年生, 

21.9%

３年生, 

25.6%

４年生, 6.2%

その他, 

15.2%

(n=433)
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（３）出身地 

 

 

 

 

 

                                ※函館市を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 函館市内 北海道内※ 北海道外 合計 

総数 
148 人 114 人 171 人 433 人 

34.2% 26.3% 39.5% 100.0% 

函館市内, 34.2%

北海道内, 

26.3%

北海道外, 39.5%

(n=433)
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（４）貸与型奨学金制度の利用 

 

「利用していない」が 56.8％，「利用している」が 43.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 利用している 利用していない 合計 

総数 
187 人 246 人 433 人 

43.2% 56.8% 100.0% 

利用している, 

43.2%

利用していない, 

56.8%

(n=433)
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（５）給付型奨学金制度の利用 

 

「利用していない」が 76.0％，「利用している」が 24.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 利用している 利用していない 合計 

総数 
104 人 329 人 433 人 

24.0% 76.0% 100.0% 

利用している, 

24.0%

利用していない, 

76.0%

(n=433)
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２．インターンシップについて 

 

（１）インターンシップ（就業体験）の経験はありますか。（単数回答） 

 

「ない」が 74.4％，「ある」が 25.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 ある ない 無回答 合計 

総数 

110 人 322 人 1 人 433 人 

25.4% 74.4% 0.2% 100.0% 

ある, 25.4%

ない, 

74.4%

無回答, 

0.2%

(n=433)
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（２）直近で参加した学年について教えてください。※経験がある方のみ 

 

「３年生」が 51.8％と最も高く，次いで「１年生」が 21.8％，「２年生」が 13.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 その他 無回答 合計 

総数 
24 人 15 人 57 人 5 人 7 人 2 人 110 人 

21.8% 13.6% 51.8% 4.5% 6.4% 1.8% 100.0% 

１年生, 

21.8%

２年生, 13.6%

３年生, 

51.8%

４年生, 

4.5%

その他, 

6.4%

無回答, 

1.8%

(n=110)
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（３）直近で参加した時期について教えてください。※経験がある方のみ 

 

「８月」が 47.3％と最も高く，次いで「９月」が 22.7％，「７月」が 6.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 無回答 合計 

総数 

1 人 1 人 2 人 7 人 52 人 25 人 4 人 4 人 4 人 0 人 5 人 1 人 4 人 110人 

0.9% 0.9% 1.8% 6.4% 47.3% 22.7% 3.6% 3.6% 3.6% 0.0% 4.5% 0.9% 3.6% 100.0% 

４月, 

0.9% ５月, 

0.9%
６月, 

1.8%
７月, 

6.4%

８月, 

47.3%

９月, 22.7%

１０月, 

3.6%

１１月, 

3.6%

１２月, 

3.6%

２月, 

4.5%

３月, 

0.9%

無回答, 

3.6%

(n=110)
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（４）直近で参加した日数について教えてください。※経験がある方のみ 

 

「１日」が 40.9％と最も高く，次いで「３日以上～１週間未満」が 22.7％，「２日」が 17.3％

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 １日 ２日 

３日以上 
～ 

１週間未満 

１週間以上 
～ 

２週間未満 

２週間以上 
～ 

１ヶ月未満 
１ヶ月以上 無回答 合計 

総数 

45 人 19 人 25 人 12 人 4 人 1 人 4 人 110 人 

40.9% 17.3% 22.7% 10.9% 3.6% 0.9% 3.6% 100.0% 

１日, 

40.9%

２日, 

17.3%

３日以上～

１週間未満, 22.7%

１週間以上～

２週間未満, 

10.9%

２週間以上～

１ヶ月未満, 

3.6%

１ヶ月以上, 

0.9%

無回答, 

3.6%

(n=110)
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（５）インターンシップに参加した目的はなんですか。（複数回答）※経験がある方のみ 

 

「志望する業界で働くことを経験するため」が 59.1％と最も高く，次いで「まだ知らない業界

を知り，視野を広げるため」が 45.5％，「入社希望の企業をよく知るため」が 30.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

志望する業界で働くことを経験する 65 人 59.1% 

まだ知らない業界を知り，視野を広げる 50 人 45.5% 

入社希望の企業をよく知る 34 人 30.9% 

実践的な仕事を経験できる 31 人 28.2% 

仕事に対する自分の適性を知る 32 人 29.1% 

就職活動に有利だと考える 33 人 30.0% 

その他 4 人 3.6% 

合計 249 人   

59.1

45.5

30.9

28.2

29.1

30.0

3.6

0.0 20.0 40.0 60.0

志望する業界で働くことを経験する

まだ知らない業界を知り，視野を広げる

入社希望の企業をよく知る

実践的な仕事を経験できる

仕事に対する自分の適性を知る

就職活動に有利だと考える

その他

(%)

(n=110)
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（６）どのような内容のインターンシップに興味がありますか。（複数回答） 

 

「会社・職場見学」が 73.7％と最も高く，次いで「実際の職場での仕事体験」が 73.0％，「就職

に直結する選考を兼ねたインターンシップ」が 31.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・先輩社員との座談会 

・業界の紹介 

・ジョブ型研究インターンシップ 

 

 

 

 

区分 総数 

会社・職場見学 319 人 73.7% 

実際の職場での仕事体験 316 人 73.0% 

グループワーク(企画立案，課題解決，プレゼン等) 122 人 28.2% 

社員の講義，レクチャー 123 人 28.4% 

就職に直結する選考を兼ねたインターンシップ 137 人 31.6% 

その他 4 人 0.9% 

インターンシップに興味はない 21 人 4.8% 

無回答 5 人 1.2% 

合計 1,047 人   

73.7

73.0

28.2

28.4

31.6

0.9

4.8

1.2

会社・職場見学

実際の職場での仕事体験

グループワーク(企画立案，課題解決，プレゼン等)

社員の講義，レクチャー

就職に直結する選考を兼ねたインターンシップ

その他

インターンシップに興味はない

無回答

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%)

(n=433)
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３．就職について 

 

（１）志望度が最も高い業種を選んでください。（単数回答） 

 

「まだ決まっていない」が 19.2％と最も高く，次いで「公務（国・地方自治体の公務員（教師

を除く））」が 17.1％，「情報通信業（電話などの通信，ソフトウエア開発，インターネットサービ

スなど）」が 16.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・研究職 

・コンサルタント 

・スポーツ関係 

区分 総数 

建設業 4 人 0.9% 

食料品製造業 25 人 5.8% 

その他の製造業 17 人 3.9% 

情報通信業 72 人 16.6% 

卸売・小売業 17 人 3.9% 

宿泊業 7 人 1.6% 

飲食業 5 人 1.2% 

教育，学習支援業 66 人 15.2% 

医療，福祉 24 人 5.5% 

公務(国・地方自治体の公務員(教師を除く)) 74 人 17.1% 

その他 38 人 8.8% 

まだ決まっていない 83 人 19.2% 

無回答 1 人 0.2% 

合計 433 人 100.0% 

建設業, 0.9%

食料品製造業, 5.8%

その他の製造業, 3.9%

情報通信業, 

16.6%

卸売・小売業, 3.9%

宿泊業, 1.6%

飲食業, 1.2%

教育，学習支援業, 

15.2%医療，福祉, 5.5%

公務(国・地方自治体の公

務員(教師を除く)), 17.1%

その他, 8.8%

まだ決まって

いない, 19.2%

無回答, 0.2%

(n=433)



 

- 35 - 

（２）あなたは将来どんな職場で働きたいですか。（複数回答） 

 

「人間関係や雰囲気がよい職場」が80.8％と最も高く，次いで「休暇が取りやすい職場」が59.6％，

「給料が高い職場」が 51.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・転勤がない 

・副業がしやすい職場 

区分 総数 

自分の能力を高める機会がある 193 人 44.6% 

人間関係や雰囲気がよい 350 人 80.8% 

休暇が取りやすい 258 人 59.6% 

残業が少ない 195 人 45.0% 

世の中や人のためになる仕事をしている 155 人 35.8% 

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する 55 人 12.7% 

長期間安定して働くことができる 188 人 43.4% 

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける 51 人 11.8% 

専門性の高い仕事にチャレンジできる 72 人 16.6% 

給料が高い 221 人 51.0% 

知名度が高い 42 人 9.7% 

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい 5 人 1.2% 

その他 8 人 1.8% 

まだ考えていない，わからない 7 人 1.6% 

無回答 1 人 0.2% 

合計 1,801 人   

44.6

80.8

59.6

45.0

35.8

12.7

43.4

11.8

16.6

51.0

9.7

1.2

1.8

1.6

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分の能力を高める機会がある

人間関係や雰囲気がよい

休暇が取りやすい

残業が少ない

世の中や人のためになる仕事をしている

ＩＴやＤＸなどを取り入れて業務の合理化などを推進する

長期間安定して働くことができる

世界や日本のたくさんの人たちを対象に働ける

専門性の高い仕事にチャレンジできる

給料が高い

知名度が高い

親や親族が営んでいる家業・企業を受け継ぎたい

その他

まだ考えていない，わからない

無回答

(%)

(n=433)
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（３）就職先を検討する際に普段活用している情報源はなんですか。（複数回答） 

 

「大学・短大・高専・専門学校の就職支援部署，教職員のアドバイス」が 61.0％と最も高く，

次いで「（マイナビ・リクナビ・ジョブキタ等の）民間の就活 web サイト」が 53.3％，「会社のホ

ームページや SNS」が 22.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

学校の就職支援部署，教職員のアドバイス 264 人 61.0% 

(マイナビ・リクナビ・ジョブキタ等の)民間の就活 webサイト 231 人 53.3% 

函館しごとネット(函館市運営) 10 人 2.3% 

地元企業の先輩達とのトークセッション(函館市主催) 9 人 2.1% 

会社のホームページやＳＮＳ 99 人 22.9% 

(合同)企業説明会 74 人 17.1% 

就職・求人情報誌 65 人 15.0% 

新聞の求人広告や求人記事 13 人 3.0% 

ハローワーク 17 人 3.9% 

インターンシップ，職場見学，アルバイト経験 79 人 18.2% 

家族・親戚の意見・アドバイス 81 人 18.7% 

母校のＯＢ・ＯＧ，友人知人の意見 62 人 14.3% 

その他 1 人 0.2% 

まだ就職のことは考えていない 60 人 13.9% 

無回答 1 人 0.2% 

合計 1,066 人   

61.0

53.3

2.3

2.1

22.9

17.1

15.0

3.0

3.9

18.2

18.7

14.3

0.2

13.9

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の就職支援部署，教職員のアドバイス

(マイナビ・リクナビ・ジョブキタ等の)民間の就活webサイト

函館しごとネット(函館市運営)

地元企業の先輩達とのトークセッション(函館市主催)

会社のホームページやＳＮＳ

(合同)企業説明会

就職・求人情報誌

新聞の求人広告や求人記事

ハローワーク

インターンシップ，職場見学，アルバイト経験

家族・親戚の意見・アドバイス

母校のＯＢ・ＯＧ，友人知人の意見

その他

まだ就職のことは考えていない

無回答

(%)

(n=433)
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（４）企業のどのようなことを知りたいですか。（複数回答） 

 

「職場の雰囲気，社風」が 77.6％と最も高く，次いで「具体的な業務内容」が 76.7％，「残業，

休日出勤の実態」が 66.3％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

企業のＰＲポイント 103 人 23.8% 

職場の雰囲気，社風 336 人 77.6% 

具体的な業務内容 332 人 76.7% 

残業，休日出勤の実態 287 人 66.3% 

求める人物像 150 人 34.6% 

若手社員の定着状況 152 人 35.1% 

教育研修制度，資格取得に関すること 133 人 30.7% 

先輩社員の声(入社のきっかけ，やりがい) 147 人 33.9% 

採用の選考方法・選考基準・採用実績 207 人 47.8% 

勤務年数に応じたモデル年収 145 人 33.5% 

福利厚生制度の内容 189 人 43.6% 

職場見学やインターンシップの受入 81 人 18.7% 

その他 2 人 0.5% 

無回答 1 人 0.2% 

合計 2,265 人   

23.8

77.6

76.7

66.3

34.6

35.1

30.7

33.9

47.8

33.5

43.6

18.7

0.5

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

企業のＰＲポイント

職場の雰囲気，社風

具体的な業務内容

残業，休日出勤の実態

求める人物像

若手社員の定着状況

教育研修制度，資格取得に関すること

先輩社員の声(入社のきっかけ，やりがい)

採用の選考方法・選考基準・採用実績

勤務年数に応じたモデル年収

福利厚生制度の内容

職場見学やインターンシップの受入

その他

無回答

(%)

(n=433)
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（５）あれば「うれしい就職支援の取り組み」はなんですか。（複数回答:３つまで） 

 

「就職活動する際の交通費の支給」が 58.9％と最も高く，次いで「就職祝金の支給」が 46.7％，

「就職する際の引越費用の支給」が 41.8％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

就職祝金の支給 202 人 46.7% 

就職活動する際の交通費の支給 255 人 58.9% 

就職する際の引越費用の支給 181 人 41.8% 

職場見学・インターンシップ受入，求人情報の提供 139 人 32.1% 

高校在学時の仕事体験イベント 33 人 7.6% 

雰囲気ややりがいなどを直接聞ける先輩との交流会 114 人 26.3% 

仕事内容，働く様子などを紹介する動画，ＳＮＳ発信 79 人 18.2% 

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブック 19 人 4.4% 

地元企業の採用担当者向け支援 19 人 4.4% 

企業担当者と直接対面できる合同企業説明会 46 人 10.6% 

オンラインで実施する合同企業説明会 45 人 10.4% 

その他 2 人 0.5% 

無回答 1 人 0.2% 

合計 1,135 人   

46.7

58.9

41.8

32.1

7.6

26.3

18.2

4.4

4.4

10.6

10.4

0.5

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0

就職祝金の支給

就職活動する際の交通費の支給

就職する際の引越費用の支給

職場見学・インターンシップ受入，求人情報の提供

高校在学時の仕事体験イベント

雰囲気ややりがいなどを直接聞ける先輩との交流会

仕事内容，働く様子などを紹介する動画，ＳＮＳ発信

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブック

地元企業の採用担当者向け支援

企業担当者と直接対面できる合同企業説明会

オンラインで実施する合同企業説明会

その他

無回答

(%)

(n=433)
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（６）就職先にあれば「うれしい制度（取り組み）」はなんですか。（複数回答:３つまで） 

 

「家賃補助，借上住宅など住まいに関する福利厚生」が 59.4％と最も高く，次いで「リフレッ

シュ休暇など企業オリジナルの休暇制度」が 46.9％，「テレワークなど柔軟な働き方」が 39.5％

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

入社祝金の支給 141 人 32.6% 

家賃補助，借上住宅など住まいに関する福利厚生 257 人 59.4% 

リフレッシュ休暇など企業オリジナルの休暇制度 203 人 46.9% 

資格取得支援制度(費用補助等) 87 人 20.1% 

充実した社員教育や研修制度 119 人 27.5% 

テレワークなど柔軟な働き方 171 人 39.5% 

育児・介護休業を取得しやすい雇用環境 159 人 36.7% 

健康支援に関する福利厚生 71 人 16.4% 

その他 0 人 0.0% 

無回答 2 人 0.5% 

合計 1,210 人   

32.6

59.4

46.9

20.1

27.5

39.5

36.7

16.4

0.0

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0

入社祝金の支給

家賃補助，借上住宅など住まいに関する福利厚生

リフレッシュ休暇など企業オリジナルの休暇制度

資格取得支援制度(費用補助等)

充実した社員教育や研修制度

テレワークなど柔軟な働き方

育児・介護休業を取得しやすい雇用環境

健康支援に関する福利厚生

その他

無回答

(%)

(n=433)



 

- 40 - 

（７）学校を卒業後，函館で働きたいと思いますか。（単数回答） 

 

「思わない」が 46.9％，「わからない」が 28.4％，「思う」が 24.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 思う 思わない わからない 無回答 合計 

総数 
104 人 203 人 123 人 3 人 433 人 

24.0% 46.9% 28.4% 0.7% 100.0% 

思う, 

24.0%

思わない, 

46.9%

わからない, 

28.4%

無回答, 

0.7%

(n=433)
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（８）函館で働きたいと思う理由はなんですか。（複数回答）※(７)で｢思う｣を選んだ方のみ 

 

「函館での生活に慣れているから」が 51.0％と最も高く，次いで「自分の意思により，親や親

類の近くで暮らしたいから」が 50.0％，「函館が好きだから」が 42.3％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・家庭がある 

・市内で生活したい場所がある 

・市外へは旅行で行く程度で十分 

 

区分 総数 

自分の意思により，親や親類の近くで暮らしたい 52 人 50.0% 

親の意思により，函館で暮らしてほしいと言われている 11 人 10.6% 

長男・長女だから 3 人 2.9% 

友人や交際相手がいる 14 人 13.5% 

文化・スポーツ活動など，属するコミュニティがある 3 人 2.9% 

実家暮らしや物価の安さなど経済的メリットがある 31 人 29.8% 

函館での生活に慣れている 53 人 51.0% 

函館が好き 44 人 42.3% 

地元に貢献したい 25 人 24.0% 

自分が志望する企業や仕事がある 9 人 8.7% 

仕事とプライベートを両立させたい 17 人 16.3% 

都会での生活が大変そう 25 人 24.0% 

その他 5 人 4.8% 

合計 292 人   

50.0

10.6

2.9

13.5

2.9

29.8

51.0

42.3

24.0

8.7

16.3

24.0

4.8

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の意思により，親や親類の近くで暮らしたい

親の意思により，函館で暮らしてほしいと言われている

長男・長女だから

友人や交際相手がいる

文化・スポーツ活動など，属するコミュニティがある

実家暮らしや物価の安さなど経済的メリットがある

函館での生活に慣れている

函館が好き

地元に貢献したい

自分が志望する企業や仕事がある

仕事とプライベートを両立させたい

都会での生活が大変そう

その他

(%)

(n=104)



 

- 42 - 

（９）函館で働きたいと思わない理由はなんですか。（複数回答）※(７)で｢思わない｣を選んだ方

のみ 

 

「業種や職種が限られ，就職先の選択肢が少ないから」が 58.1％と最も高く，次いで「住んで

みたい地域があるから，都会で暮らしたいから」が 47.8％，「初任給や勤務体系など，希望条件に

合う待遇の会社や仕事が少ないから」が 38.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・交通が不便 

・職種がない 

・休日の過ごし方に限りがある 

 

 

 

区分 総数 

初任給や勤務体系など，希望条件に合う会社が少ない 79 人 38.9% 

業種や職種が限られ，就職先の選択肢が少ない 118 人 58.1% 

函館にどんな会社があるか分からない 36 人 17.7% 

住んでみたい地域がある，都会で暮らしたい 97 人 47.8% 

出身地(函館以外)に戻りたい 64 人 31.5% 

家族から函館以外での就職を勧められている 14 人 6.9% 

その他 18 人 8.9% 

無回答 2 人 1.0% 

合計 428 人   

38.9

58.1

17.7

47.8

31.5

6.9

8.9

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0

初任給や勤務体系など，希望条件に合う会社が少ない

業種や職種が限られ，就職先の選択肢が少ない

函館にどんな会社があるか分からない

住んでみたい地域がある，都会で暮らしたい

出身地(函館以外)に戻りたい

家族から函館以外での就職を勧められている

その他

無回答

(%)

(n=203)
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４．貸与型奨学金制度の利用者 

 

差し支えない範囲でけっこうですので，利用している貸与型奨学金について教えてください。 

（１）貸与型奨学金の種類（複数回答）※利用しているを選んだ方のみ 

 

「日本学生支援機構：第一種奨学金（無利子）」が 54.5％，「日本学生支援機構：第二種奨学金

（有利子）」が 54.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.5

54.0

1.1

1.6

0.5

8.0

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0

日本学生支援機構

第一種奨学金（無利子）

日本学生支援機構

第二種奨学金（有利子）

大学独自の奨学金

地方自治体の奨学金

民間団体の奨学金

わからない

無回答

(%)

(n=187)

区分 

日本学生 

支援機構 

第一種奨学金 

（無利子） 

日本学生 

支援機構 

第二種奨学金 

（有利子） 

大学独自の

奨学金 

地方自治体

の奨学金 

民間団体の

奨学金 
わからない 無回答 合計 

総数 
102 人 101 人 2 人 3 人 1 人 15 人 1 人 225 人 

54.5% 54.0% 1.1% 1.6% 0.5% 8.0% 0.5%   
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（２）年間の返還予定額（単数回答）なお，併用している方は，合算した額でお答えくださ

い。※利用しているを選んだ方のみ 

 

「わからない」が 34.8％，「１２万円以上２４万円未満（毎月の支払いが１万円以上２万円未

満）」が 26.7％，「２４万円以上（毎月の支払いが２万円以上）」が 24.1％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 １２万円未満 
１２万円以上 

２４万円未満 
２４万円以上 わからない 無回答 合計 

総数 
26 人 50 人 45 人 65 人 1 人 187 人 

13.9% 26.7% 24.1% 34.8% 0.5% 100.0% 

１２万円未満, 

13.9%

１２万円以上

２４万円未満, 

26.7%

２４万円以上, 

24.1%

わからない, 34.8%

無回答, 

0.5%

(n=187)



 

- 45 - 

（３）返還（償還）予定期間（単数回答）なお，併用している方は，最も長い期間でお答え

ください。※利用しているを選んだ方のみ 

 

「わからない」が 40.6％，「１０年以上」が 38.5％，「１０年未満」が 19.8％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 １０年未満 １０年以上 わからない 無回答 合計 

総数 

37 人 72 人 76 人 2 人 187 人 

19.8% 38.5% 40.6% 1.1% 100.0% 

１０年未満, 

19.8%

１０年以上, 

38.5%

わからない, 40.6%

無回答, 

1.1%

(n=187)
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（４）就職活動の際，『第一志望の奨学金返還補助制度のない函館以外の企業』と『同じ業種

で奨学金返還補助制度のある函館の企業』があったとき，函館の企業はエントリー候補にな

り得ますか。（単数回答）※利用しているを選んだ方のみ 

 

「候補になる」が 52.9％，「どちらともいえない」が 33.7％，「候補にならない」が 11.2％とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 候補になる 
候補に 

ならない 

どちらとも 

いえない 
無回答 合計 

総数 

99 人 21 人 63 人 4 人 187 人 

52.9% 11.2% 33.7% 2.1% 100.0% 

候補になる, 52.9%

候補にならない, 

11.2%

どちらともいえない, 

33.7%

無回答, 

2.1%

(n=187)
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（５）就職活動の際，もし『奨学金返還補助制度のない函館以外の企業』から先に内定を得

て承諾書・誓約書を提出した後に，『奨学金返還補助制度のある函館の企業』から内定を得た

とき，函館の企業に入社する動機になり得ますか。（単数回答）※利用しているを選んだ方のみ 

 

「動機になる」が 41.7％，「どちらともいえない」が 39.6％，「動機にならない」が 17.1％とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 動機になる 
動機に 

ならない 

どちらとも 

いえない 
無回答 合計 

総数 

78 人 32 人 74 人 3 人 187 人 

41.7% 17.1% 39.6% 1.6% 100.0% 

動機になる, 41.7%

動機にならない, 

17.1%

どちらともいえない, 

39.6%

無回答, 

1.6%

(n=187)
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5．函館で働きたいと思う人を増やすためのアイデアがあれば自由にお書きください。（自由記述） 

 

自由記述を主な内容で分類すると，「企業誘致，働ける場の増加」に関する内容が 26.8％と最も

高くなった。 

 

区分 総数 

給料の上昇 13 人 8.5% 

大型商業施設の建設・誘致 14 人 9.2% 

娯楽施設等の建設・誘致 9 人 5.9% 

企業誘致，働ける場の増加 41 人 26.8% 

地元企業への支援 21 人 13.7% 

交通の利便性の向上・改善 14 人 9.2% 

住みよいまちづくり 11 人 7.2% 

地域の情報発信 14 人 9.2% 

子育て支援 5 人 3.3% 

移住・定住の促進 2 人 1.3% 

就労支援 1 人 0.7% 

補助金等の支援 15 人 9.8% 

大学・専門学校を増やす 2 人 1.3% 

その他 33 人 21.6% 

合計 195 人   

※複数の分野にわたるアイデアについては重複してカウント 

 

〈その他の主な回答〉 

・医療を充実させる 

・人の関わりを増やす 

・教育レベルを上げる 

 

 

 

 

 

 

 

 

(n=153) 
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Ⅳ．調査結果【若手社員】 

 

１．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 男性 女性 回答しない 無回答 合計 

総数 
169 人 125 人 2 人 1 人 297 人 

56.9% 42.1% 0.7% 0.3% 100.0% 

男性, 56.9%

女性, 

42.1%

回答しない, 

0.7%

無回答, 

0.3%

(n=297)
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（２）年齢（R4.4.1 時点の年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 １０代 
２０代前半 

(２４歳まで) 

２０代後半 

(２５～２９歳) 
無回答 合計 

総数 

41 人 146 人 109 人 1 人 297 人 

13.8% 49.2% 36.7% 0.3% 100.0% 

１０代, 

13.8%

２０代前半

(２４歳まで), 

49.2%

２０代後半

(２５～２９歳), 

36.7%

無回答, 

0.3%

(n=297)
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（３）最終学歴（卒業歴） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 高校 
短大・高専・ 

専門学校 
大学・大学院 その他 無回答 合計 

総数 

142 人 64 人 90 人 0 人 1 人 297 人 

47.8% 21.5% 30.3% 0.0% 0.3% 100.0% 

高校, 

47.8%

短大・高専・

専門学校, 

21.5%

大学・大学院, 

30.3%

無回答, 

0.3%

(n=297)
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（４）現在の居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 函館市内 函館市外 無回答 合計 

総数 

236 人 60 人 1 人 297 人 

79.5% 20.2% 0.3% 100.0% 

函館市内, 

79.5%

函館市外, 

20.2%

無回答, 

0.3%

(n=297)
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（５）入社年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

２０１０年 1 人 0.3% 

２０１１年 2 人 0.7% 

２０１２年 3 人 1.0% 

２０１３年 6 人 2.0% 

２０１４年 4 人 1.3% 

２０１５年 9 人 3.0% 

２０１６年 11 人 3.7% 

２０１７年 19 人 6.4% 

２０１８年 30 人 10.1% 

２０１９年 21 人 7.1% 

２０２０年 40 人 13.5% 

２０２１年 53 人 17.8% 

２０２２年 95 人 32.0% 

無回答･無効 3 人 1.0% 

合計 297 人 100.0% 

２０１０年, 0.3%
２０１１年, 0.7% ２０１２年, 1.0% ２０１３年, 2.0%

２０１４年, 1.3%

２０１５年, 3.0%

２０１６年, 3.7%

２０１７年, 6.4%

２０１８年, 10.1%

２０１９年, 7.1%

２０２０年, 13.5%
２０２１年, 17.8%

２０２２年, 32.0%

無回答･無効, 1.0%

(n=297)
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（６）入社形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 新卒 中途 合計 

総数 

222 人 75 人 297 人 

74.7% 25.3% 100.0% 

新卒, 74.7%

中途, 25.3%

(n=297)
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（７）高校卒業時の居住地 

 

 

 

 

 

                                ※函館市を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 函館市内 北海道内※ 北海道外 合計 

総数 
164 人 111 人 22 人 297 人 

55.2% 37.4% 7.4% 100.0% 

函館市内, 55.2%

北海道内, 

37.4%

北海道外, 

7.4%

(n=297)
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（８）高校卒業後の居住 

 

（高校卒業時は函館市内に居住していた方へ）高校卒業後，進学や就職などで一度でも函

館を出たことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
函館を出たこと

がある 

函館を出たこと

がない 
無回答 合計 

総数 

44 人 110 人 10 人 164 人 

26.8% 67.1% 6.1% 100.0% 

函館を出たこと

がある, 26.8%

函館を出たこと

がない, 67.1%

無回答, 

6.1%

(n=164)
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（９）世帯の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 一人暮らし 親と同居 夫婦のみ 夫婦と子 ひとり親と子 
三世代で 

同居 
その他 合計 

総数 

86 人 128 人 28 人 19 人 5 人 12 人 19 人 297 人 

29.0% 43.1% 9.4% 6.4% 1.7% 4.0% 6.4% 100.0% 

一人暮らし, 

29.0%

親と同居, 

43.1%

夫婦のみ, 

9.4%

夫婦と子, 6.4%

ひとり親と子, 1.7%

三世代で同居, 4.0%
その他, 

6.4%

(n=297)
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（１０）貸与型奨学金制度の利用 

 

学生時代，貸与型奨学金を借用し，現在，その返還をしていますか（単数回答） 

 

「貸与型奨学金は借用しなかった」が 69.7％，「現在，返還期間中であり，返還している」が

25.3％，「現在，返還期間前」が 3.7％となった。 

 

区分 
返還期間中であ

り，返還している 

返還期限猶予

または減額返

還を申請し適用

を受けている 

返還できず，遅

延している状態 
返還期間前 借用しなかった 無回答 合計 

総数 

75 人 1 人 0 人 11 人 207 人 3 人 297 人 

25.3% 0.3% 0.0% 3.7% 69.7% 1.0% 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

返還期間中であり，

返還している, 25.3% 返還期限猶予または

減額返還を申請し適

用を受けている, 0.3%

返還期間前, 

3.7%

借用しなかった, 

69.7%

無回答, 

1.0%

(n=297)
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（１１）給付型奨学金制度の利用 

 

学生時代，給付型奨学金は利用しましたか（単数回答） 

 

「利用しなかった」が 89.9％，「利用した」が 9.8％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 利用した 利用しなかった 無回答 合計 

総数 
29 人 267 人 1 人 297 人 

9.8% 89.9% 0.3% 100.0% 

利用した, 

9.8%

利用しなかった, 

89.9%

無回答, 

0.3%

(n=297)
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２．現在の勤務先について 

 

（１）今の勤務先の業種（単数回答） 

 

「その他」が 27.3％，「建設業」が 20.5％，「情報通信業（電話などの通信，ソフトウエア開発，

インターネットサービスなど）」が 15.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・金融業 

 

 

区分 総数 

建設業 61 人 20.5% 

食料品製造業 10 人 3.4% 

その他の製造業 7 人 2.4% 

情報通信業 45 人 15.2% 

卸売業・小売業 22 人 7.4% 

宿泊業 11 人 3.7% 

飲食業 7 人 2.4% 

教育，学習支援業 23 人 7.7% 

医療，福祉 29 人 9.8% 

その他 81 人 27.3% 

無回答 1 人 0.3% 

合計 297 人 100.0% 

建設業, 

20.5%

食料品製造業, 3.4%

その他の製造業, 2.4%

情報通信業, 

15.2%

卸売業・小売業, 7.4%

宿泊業, 3.7%飲食業, 2.4%

教育，学習支援業, 

7.7%

医療，福祉, 

9.8%

その他, 27.3%

無回答, 0.3%

(n=297)
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（２）函館で就職した理由はなんですか。（複数回答） 

 

「函館での生活に慣れているから」が 38.4％と最も高く，次いで「自分の意思により，親や親

類の近くで暮らしたかったから」が 34.0％，「自分が志望する企業や仕事があったから」が 26.3％

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・転勤のため 

区分 総数 

自分の意思により，親や親類の近くで暮らしたかった 101 人 34.0% 

親の意思により，函館で暮らしてほしいと言われた 23 人 7.7% 

結婚・出産・介護など家族の都合があった 13 人 4.4% 

長男・長女だから 17 人 5.7% 

友人や交際相手がいる 40 人 13.5% 

自分が志望する企業や仕事があった 78 人 26.3% 

実家暮らしや物価の安さなど経済的メリットがある 54 人 18.2% 

函館での生活に慣れている 114 人 38.4% 

函館が好き 58 人 19.5% 

地元に貢献したかった 38 人 12.8% 

文化・スポーツ活動など，属するコミュニティがあった 4 人 1.3% 

学校から就職先を勧められた 37 人 12.5% 

家族や友人から就職先を勧められた 5 人 1.7% 

転勤がなさそう 33 人 11.1% 

仕事とプライベートを両立させたい 35 人 11.8% 

都会での生活が大変そう 38 人 12.8% 

その他 30 人 10.1% 

無回答 1 人 0.3% 

合計 719 人   

34.0
7.7

4.4
5.7

13.5
26.3

18.2
38.4

19.5
12.8

1.3
12.5

1.7
11.1
11.8

12.8
10.1

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

自分の意思により，親や親類の近くで暮らしたかった
親の意思により，函館で暮らしてほしいと言われた

結婚・出産・介護など家族の都合があった
長男・長女だから

友人や交際相手がいる
自分が志望する企業や仕事があった

実家暮らしや物価の安さなど経済的メリットがある
函館での生活に慣れている

函館が好き
地元に貢献したかった

文化・スポーツ活動など，属するコミュニティがあった
学校から就職先を勧められた

家族や友人から就職先を勧められた
転勤がなさそう

仕事とプライベートを両立させたい
都会での生活が大変そう

その他
無回答

(%)

(n=297)
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（３）今の勤務先に就職する際の就職活動で，何社応募しましたか（面接の有無は問いませ

ん）（単数回答） 

 

「１社のみ（今の勤務先のみ）」が 54.9％と最も高く，次いで「２～５社」が 36.4％，「６～ 

１０社」が 5.1％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 １社のみ ２～５社 ６～１０社 １１社以上 無回答 合計 

総数 

163 人 108 人 15 人 9 人 2 人 297 人 

54.9% 36.4% 5.1% 3.0% 0.7% 100.0% 

１社のみ, 54.9%
２～５社, 

36.4%

６～１０社, 

5.1%

１１社以上, 

3.0%

無回答, 

0.7%

(n=297)
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（４）今の勤務先に就職するとき，重視した（魅力に感じた）点はなんですか。（複数回答） 

 

「職種・仕事内容」が 42.8％と最も高く，次いで「労働時間・休日・休暇」が 36.7％，「自宅か

ら通えること」が 30.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・人間関係が良さそう 

・異動がない 

 

区分 総数 

会社の将来性 46 人 15.5% 

企業イメージ・ブランド 64 人 21.5% 

地元での評判 48 人 16.2% 

教育制度・キャリアアップ 20 人 6.7% 

職種・仕事内容 127 人 42.8% 

会社の製品・サービス 5 人 1.7% 

賃金 62 人 20.9% 

福利厚生 84 人 28.3% 

労働時間・休日・休暇 109 人 36.7% 

通勤のしやすさ 79 人 26.6% 

自宅から通えること 91 人 30.6% 

その他 11 人 3.7% 

無回答 3 人 1.0% 

合計 749 人   

15.5

21.5

16.2

6.7

42.8

1.7

20.9

28.3

36.7

26.6

30.6

3.7

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0

会社の将来性

企業イメージ・ブランド

地元での評判

教育制度・キャリアアップ

職種・仕事内容

会社の製品・サービス

賃金

福利厚生

労働時間・休日・休暇

通勤のしやすさ

自宅から通えること

その他

無回答

(%)

(n=297)
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（５）今の勤務先を選ぶ際に参考にしたことはなんでしたか。（複数回答） 

 

「高校の就職指導，担任・担当教員のアドバイス」が 30.6％と最も高く，次いで「会社のホー

ムページ，SNS」が 20.5％，「家族・親戚の意見・アドバイス」が 19.5％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・アルバイトからの採用 

・学校の企業説明会，案内 

区分 総数 

高校の就職指導，担任・担当教員のアドバイス 91 人 30.6% 

大学・短大・高専・専門学校の就職支援部署，教職員のアドバイス 52 人 17.5% 

(マイナビ・リクナビ・ジョブキタ等の)民間の就活 webサイト 48 人 16.2% 

函館しごとネット(函館市運営) 6 人 2.0% 

地元企業の先輩達とのトークセッション(函館市主催) 1 人 0.3% 

会社のホームページ，ＳＮＳ 61 人 20.5% 

(合同)企業説明会 34 人 11.4% 

就職・求人情報誌 32 人 10.8% 

新聞の求人広告や求人記事 7 人 2.4% 

ハローワーク 35 人 11.8% 

インターンシップ，職場見学，アルバイト経験 31 人 10.4% 

家族・親戚の意見・アドバイス 58 人 19.5% 

母校のＯＢ・ＯＧ，友人知人の意見・アドバイス 29 人 9.8% 

その他 9 人 3.0% 

無回答 2 人 0.7% 

合計 496 人   

30.6

17.5

16.2

2.0

0.3

20.5

11.4

10.8

2.4

11.8

10.4

19.5

9.8

3.0

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

高校の就職指導，担任・担当教員のアドバイス

大学・短大・高専・専門学校の就職支援部署，教職員のアドバイス

(マイナビ・リクナビ・ジョブキタ等の)民間の就活webサイト

函館しごとネット(函館市運営)

地元企業の先輩達とのトークセッション(函館市主催)

会社のホームページ，ＳＮＳ

(合同)企業説明会

就職・求人情報誌

新聞の求人広告や求人記事

ハローワーク

インターンシップ，職場見学，アルバイト経験

家族・親戚の意見・アドバイス

母校のＯＢ・ＯＧ，友人知人の意見・アドバイス

その他

無回答

(%)

(n=297)
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（６）今の勤務先に入社後，ギャップを感じたことがありますか。各項目ごとに期待を上回

った場合はプラス，ギャップがなかった場合は期待通り，下回った場合はマイナスを選んで

ください。（単数回答） 

 

入社後のギャップについて「期待通り」を選択した割合は，全項目で４割以上となった。「プラ

ス」の割合が最も高くなったのは「職場の雰囲気，人間関係」の 30.6％で，「マイナス」の割合が

最も高くなったのは「給与」の 35.7％，次いで「残業の多さ，休暇の取得のしやすさ」の 31.0％

となった。 

区分 プラス 期待通り マイナス 無回答 合計 

業務内容 
39 人 166 人 88 人 4 人 297 人 

13.1% 55.9% 29.6% 1.3% 100.0% 

配属部署 
34 人 188 人 70 人 5 人 297 人 

11.4% 63.3% 23.6% 1.7% 100.0% 

職場の雰囲気，人間

関係 

91 人 144 人 58 人 4 人 297 人 

30.6% 48.5% 19.5% 1.3% 100.0% 

残業の多さ，休暇の

取得のしやすさ 

69 人 134 人 92 人 2 人 297 人 

23.2% 45.1% 31.0% 0.7% 100.0% 

給与 
40 人 149 人 106 人 2 人 297 人 

13.5% 50.2% 35.7% 0.7% 100.0% 

福利厚生制度 
57 人 193 人 41 人 6 人 297 人 

19.2% 65.0% 13.8% 2.0% 100.0% 

キャリア開発，教育，

研修制度 

44 人 183 人 68 人 2 人 297 人 

14.8% 61.6% 22.9% 0.7% 100.0% 

13.1

11.4

30.6

23.2

13.5

19.2

14.8

55.9

63.3

48.5

45.1

50.2

65.0

61.6

29.6

23.6

19.5

31.0

35.7

13.8

22.9

1.3

1.7

1.3

0.7

0.7

2.0

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

業務内容

配属部署

職場の雰囲気，人間関係

残業の多さ，休暇の取得のしやすさ

給与

福利厚生制度

キャリア開発，教育，研修制度

(%)

プラス 期待通り マイナス 無回答 (n=297)
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（７）ご自身の経験を踏まえて，若者の函館への就職を促進させるためには，どのような就

職支援の取り組みを充実させるべきだと思いますか。（複数回答:３つまで） 

 

「就職祝金の支給」が 34.3％と最も高く，次いで「地元企業の新卒向け職場見学・インターン

シップ受入，求人情報の定期的な提供」が 31.0％，「職場の雰囲気や仕事のやりがいなどを直接聞

ける先輩若手社員との交流会」が 29.3％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・給与水準の向上 

・企業誘致 

・経済的補助 

区分 総数 

貸与型奨学金の返還補助制度 73 人 24.6% 

就職祝金の支給 102 人 34.3% 

函館で就職活動する際の交通費の支給 48 人 16.2% 

函館に戻って就職する際の引越費用の支給 57 人 19.2% 

職場見学・インターンシップ受入，求人情報の提供 92 人 31.0% 

高校在学者対象の仕事体験イベント 58 人 19.5% 

職場の雰囲気ややりがいなどを直接聞ける先輩との交流会 87 人 29.3% 

仕事内容，働く様子などを紹介する動画，ＳＮＳ発信 77 人 25.9% 

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブック 10 人 3.4% 

地元企業の採用担当者向け支援 28 人 9.4% 

企業担当者と直接対面できる合同企業説明会 29 人 9.8% 

オンラインで実施する合同企業説明会 19 人 6.4% 

その他 22 人 7.4% 

無回答 4 人 1.3% 

合計 706 人   

24.6

34.3

16.2

19.2

31.0

19.5

29.3

25.9

3.4

9.4

9.8

6.4

7.4

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

貸与型奨学金の返還補助制度

就職祝金の支給

函館で就職活動する際の交通費の支給

函館に戻って就職する際の引越費用の支給

職場見学・インターンシップ受入，求人情報の提供

高校在学者対象の仕事体験イベント

職場の雰囲気ややりがいなどを直接聞ける先輩との交流会

仕事内容，働く様子などを紹介する動画，ＳＮＳ発信

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブック

地元企業の採用担当者向け支援

企業担当者と直接対面できる合同企業説明会

オンラインで実施する合同企業説明会

その他

無回答

(%)

(n=297)
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３．若者の地元就職・定着を実現させるためにお考えのことや感じたことがありましたら，ご意見を

お聞かせください。（自由記述） 

 

自由記述を主な内容で分類すると，「職場環境の改善」に関する内容が 27.0％と最も高く，次い

で「給料の上昇」が 25.7％，「娯楽施設等の建設・誘致」が 20.3％とがなった。 

 

区分 総数 

給料の上昇 19 人 25.7% 

大型商業施設の建設・誘致 10 人 13.5% 

娯楽施設等の建設・誘致 15 人 20.3% 

企業誘致，働ける場の増加 10 人 13.5% 

地元企業への支援 3 人 4.1% 

職場環境の改善 20 人 27.0% 

交通の利便性の向上・改善 7 人 9.5% 

住みよいまちづくり 4 人 5.4% 

地域の情報発信 8 人 10.8% 

子育て支援 4 人 5.4% 

移住・定住の促進 4 人 5.4% 

補助金等の支援 6 人 8.1% 

その他 11 人 14.9% 

合計 121 人   

※複数の分野にわたる意見については重複してカウント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(n=74) 
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Ⅴ．調査結果【企業】 

 

１．回答者の属性 

（１）業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

農業，林業 3 社 0.7% 

漁業 1 社 0.2% 

鉱業，採石業，砂利採取業 0 社 0.0% 

建設業 111 社 26.2% 

製造業 50 社 11.8% 

電気，ガス，熱供給，水道業 2 社 0.5% 

情報通信業 10 社 2.4% 

運輸業，郵便業 25 社 5.9% 

卸売業，小売業 68 社 16.1% 

金融業，保険業 18 社 4.3% 

不動産業，物品賃貸業 12 社 2.8% 

学術研究，専門・技術サービス業 18 社 4.3% 

宿泊業，飲食サービス業 21 社 5.0% 

生活関連サービス業，娯楽業 5 社 1.2% 

教育，学習支援業 7 社 1.7% 

医療，福祉 14 社 3.3% 

複合サービス事業 0 社 0.0% 

サービス業 43 社 10.2% 

無回答 15 社 3.5% 

合計 423 社 100.0% 

農業，林業, 0.7%

漁業, 0.2%

建設業, 

26.2%

製造業, 11.8%

電気，ガス，熱供給，

水道業, 0.5%

情報通信業, 2.4%

運輸業，郵便業, 5.9%

卸売業，小売業, 

16.1%

金融業，保険業, 4.3%

不動産業，物品賃貸業, 

2.8%

学術研究，専門・技術

サービス業, 4.3%

宿泊業，飲食サービス業, 

5.0%

生活関連サービス業，

娯楽業, 1.2%

教育，学習支援業, 1.7%

医療，福祉, 3.3%

サービス業, 10.2% 無回答, 3.5%

(n=423)
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（２）従業員数別企業数 

 

※令和４年４月１日時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
全従業員 

（契約，臨時，パート含む） 
うち正規従業員 うち 29 歳以下※の正規従業員 

0 人 - - 1 社 0.2% 116 社 27.4% 

1～4人 24 社 5.7% 49 社 11.6% 146 社 34.5% 

5～9人 68 社 16.1% 82 社 19.4% 38 社 9.0% 

10～19人 92 社 21.7% 79 社 18.7% 37 社 8.7% 

20～29人 60 社 14.2% 54 社 12.8% 12 社 2.8% 

30～49人 53 社 12.5% 47 社 11.1% 9 社 2.1% 

50～99人 59 社 13.9% 45 社 10.6% 3 社 0.7% 

100～199 人 22 社 5.2% 13 社 3.1% 3 社 0.7% 

200～299 人 11 社 2.6% 5 社 1.2% 6 社 1.4% 

300 人以上 21 社 5.0% 14 社 3.3% 2 社 0.5% 

無回答 13 社 3.1% 34 社 8.0% 51 社 12.1% 

合計 423 社 100.0% 423 社 100.0% 423 社 100.0% 

1～4人, 5.7%

5～9人, 16.1%

10～19人, 21.7%

20～29人, 

14.2%

30～49人, 

12.5%

50～99人, 13.9%

100～199人, 5.2%

200～299人, 2.6%

300人以上, 5.0%
無回答, 3.1%

全従業員数別企業割合

(契約，臨時，パート含む) (n=423)

0人, 27.4%

1～4人, 

34.5%

5～9人, 

9.0%

10～19人, 

8.7%

20～29人, 

2.8%

30～49人, 

2.1%

50～99人, 

0.7%

100～199人, 

0.7%

200～299人, 

1.4%

300人以上, 

0.5%

無回答, 

12.1%

29歳以下の正規従業員数別企業割合
0人, 

0.2%

1～4人, 

11.6%

5～9人, 

19.4%

10～19人, 

18.7%20～29人, 

12.8%

30～49人, 

11.1%

50～99人, 

10.6%

100～199人, 

3.1%

200～299人, 

1.2%

300人以上, 

3.3%

無回答, 

8.0%

正規従業員数別企業割合
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（３）採用実績 

 

学校区分別令和４年４月採用数実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 高卒 短大・高専・専門学校卒 大学・大学院卒 

1 人 39 社 9.2% 23 社 5.4% 19 社 4.5% 

2～5人 36 社 8.5% 20 社 4.7% 14 社 3.3% 

6～9人 6 社 1.4% 0 社 0.0% 5 社 1.2% 

10 人以上 4 社 0.9% 1 社 0.2% 6 社 1.4% 

募集しなかった 175 社 41.4% 180 社 42.6% 184 社 43.5% 

採用活動はしたが結果

１人も採用しなかった 
136 社 32.2% 164 社 38.8% 161 社 38.1% 

無回答 27 社 6.4% 35 社 8.3% 34 社 8.0% 

合計 423 社 100.0% 423 社 100.0% 423 社 100.0% 

1人, 4.5%

2～5人, 3.3%

6～9人, 1.2%

10人以上, 1.4%

募集しなかった, 

43.5%

採用活動は

したが結果

１人も採用

しなかった, 

38.1%

無回答, 8.0%

大学・大学院卒

1人, 

9.2%

2～5人, 8.5%

6～9人, 1.4%

10人以上, 0.9%

募集しなかった, 

41.4%

採用活動は

したが結果

１人も採用

しなかった, 

32.2%

無回答, 6.4%

高卒 (n=423)

1人, 5.4%

2～5人, 4.7%

10人以上, 0.2%

募集しなかった, 

42.6%

採用活動は

したが結果

１人も採用

しなかった, 

38.8%

無回答, 8.3%

短大・高専・専門学校卒
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（４）人事・採用業務の担当者（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 代表者・役員 人事・総務部門 担当者はいない その他 無回答 合計 

総数 

278 社 175 社 12 社 28 社 14 社 507 社 

65.7% 41.4% 2.8% 6.6% 3.3%   

65.7

41.4

2.8

6.6

3.3

代表者・役員

人事・総務部門

担当者はいない

その他

無回答

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%)

(n=423)



 

- 72 - 

２．２９歳以下の若手正規従業員の採用について 

 

（１）今後，３年間に若手正規従業員を採用する予定はありますか。（単数回答） 

 

「人手不足のため積極的に採用する予定」が 39.5％と最も高く，次いで「退職者数を見込みな

がら，継続的に今後も一定数採用する予定」が 20.8％，「人員は充足しているが，将来の人手不足

を見越して積極的に採用する予定」が 18.7％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
人手不足のため 

積極的に採用 

人員は充足して

いるが，将来の人

手不足を見越して 

積極的に採用 

退職者数を見込み

ながら，継続的に

今後も一定数採用 

人員は充足して

いるので当面採用 

予定はない 
無回答 合計 

総数 

167 社 79 社 88 社 71 社 18 社 423 社 

39.5% 18.7% 20.8% 16.8% 4.3% 100.0% 

人手不足のため積極的

に採用, 39.5%

人員は充足してい

るが，将来の人手

不足を見越して積

極的に採用, 18.7%

退職者数を見

込みながら，継

続的に今後も一

定数採用, 20.8%

人員は充足し

ているので当

面採用予定

はない, 16.8%

無回答, 

4.3%

(n=423)
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貴社の若手正規従業員の採用方法と，その課題について教えてください。（現在，採用活動を

行っていない場合は，過去の実施状況でお答えください。） 

（２）採用活動において実施した募集方法（複数回答）※今後３年間での若手社員の採用予定につ

いて，予定ありを選択または無回答の企業 

 

「ハローワークへの求人申込」が 82.1％と最も高く，次いで「有料の求人・就活 web サイト，

求人情報誌を活用」が 48.9％，「自社のホームページ・SNS を活用」が 35.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・知人の紹介 

区分 総数 

ハローワークへの求人申込 289 社 82.1% 

学校訪問 118 社 33.5% 

有料の求人・就活web サイト，求人情報誌 172 社 48.9% 

無料の求人・就活web サイト 100 社 28.4% 

自社のホームページ・SNS 124 社 35.2% 

合同企業説明会，企業面接会に参加 122 社 34.7% 

企業見学会，インターンシップの実施 107 社 30.4% 

企業紹介ガイドブック・パンフレットの作成 35 社 9.9% 

その他 16 社 4.5% 

無回答 7 社 2.0% 

合計 1,090 社   

82.1

33.5

48.9

28.4

35.2

34.7

30.4

9.9

4.5

2.0

ハローワークへの求人申込

学校訪問

有料の求人・就活webサイト，求人情報誌

無料の求人・就活webサイト

自社のホームページ・SNS

合同企業説明会，企業面接会に参加

企業見学会，インターンシップの実施

企業紹介ガイドブック・パンフレットの作成

その他

無回答

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

(n=352)
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（３）採用活動において実施した選考方法（複数回答）※今後３年間での若手社員の採用予定につ

いて，予定ありを選択または無回答の企業 

 

「面接（集団または個別）」が 85.5％と最も高く，次いで「書類選考（エントリーシート，履歴

書など）」が 78.1％，「筆記試験（一般常識，専門科目など）」が 20.7％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

書類選考(エントリーシート，履歴書など) 275 社 78.1% 

筆記試験(一般常識，専門科目など) 73 社 20.7% 

適性検査(ＳＰＩ３など) 67 社 19.0% 

小論文 24 社 6.8% 

面接(集団または個別) 301 社 85.5% 

グループディスカッション，ディベート 5 社 1.4% 

無回答 15 社 4.3% 

合計 760 社   

78.1

20.7

19.0

6.8

85.5

1.4

4.3

書類選考(エントリーシート，履歴書など)

筆記試験(一般常識，専門科目など)

適性検査(ＳＰＩ３など)

小論文

面接(集団または個別)

グループディスカッション，ディベート

無回答

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

(n=352)
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（４）採用活動における課題（複数回答）※今後３年間での若手社員の採用予定について，予定あり

を選択または無回答の企業 

 

「求人を出しても応募がない，エントリーが少ない」が 79.3％と最も高く，次いで「ターゲッ

トとなる人材が応募してくれない」が 48.0％，「入社後すぐに離職してしまう」が 16.5％となっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・教育システムが確立していない 

区分 総数 

求人を出しても応募がない，エントリーが少ない 279 社 79.3% 

内定を出しても辞退される 47 社 13.4% 

ターゲットとなる人材が応募してくれない 169 社 48.0% 

専任の採用担当者がいないため， 

採用活動にマンパワーを割けない 
41 社 11.6% 

求人や採用活動にかける予算がない 31 社 8.8% 

自社の魅力・強みの伝え方が分からない 18 社 5.1% 

ｗｅｂ企業説明会や面接など，オンライン 

採用の対応ができていない 
21 社 6.0% 

入学生の就職活動の動向や， 

採用手法のノウハウが分からない 
22 社 6.3% 

インターンシップを実施してみたいが， 

やり方が分からない 
7 社 2.0% 

入社後すぐに離職してしまう 58 社 16.5% 

採用市場の動向が分からない 16 社 4.5% 

その他 13 社 3.7% 

無回答 15 社 4.3% 

合計 737 社   

79.3

13.4

48.0

11.6

8.8

5.1

6.0

6.3

2.0

16.5

4.5

3.7

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

求人を出しても応募がない，エントリーが少ない

内定を出しても辞退される

ターゲットとなる人材が応募してくれない

専任の採用担当者がいないため，採用活動にマンパワーを割けない

求人や採用活動にかける予算がない

自社の魅力・強みの伝え方が分からない

ｗｅｂ企業説明会や面接など，オンライン採用の対応ができていない

入学生の就職活動の動向や，採用手法のノウハウが分からない

インターンシップを実施してみたいが，やり方が分からない

入社後すぐに離職してしまう

採用市場の動向が分からない

その他

無回答

(%)

(n=352)
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（５）若手正規従業員の採用を促進するために，貴社で実施していることはありますか。ま

た，実施していない場合，今後，実施してみたいと思いますか。項目ごとに，該当する番号

を選んでください。（単数回答）※今後３年間での若手社員の採用予定について，予定ありを選択また

は無回答の企業 

 

「既に実施済み」では，「資格取得支援制度」が 69.0％と最も高く，次いで「教育・研修制度の

充実」が 55.7％，「健康支援に関する福利厚生」が 50.9％となった。 

「実施してみたい」では，「給与水準・体系の見直し」が 34.9％と最も高く，次いで「健康支援

に関する福利厚生」と「教育・研修制度の充実」がともに 32.1％となった。 

「考えていない」では，「入社祝金」が 79.3％と最も高くなり，次いで「テレワーク制度」が

65.6％，「採用者に対する引越費用の助成」が 63.9％となった。 

区分 既に実施済み 実施してみたい 考えていない 無回答 合計 

入社祝金 
16 社 38 社 279 社 19 社 352 社 

4.5% 10.8% 79.3% 5.4% 100.0% 

家賃補助手当，借上住宅等 
116 社 35 社 185 社 16 社 352 社 

33.0% 9.9% 52.6% 4.5% 100.0% 

資格取得支援制度  
243 社 37 社 54 社 18 社 352 社 

69.0% 10.5% 15.3% 5.1% 100.0% 

インターンシップに係る交通費の 

助成 

42 社 77 社 212 社 21 社 352 社 

11.9% 21.9% 60.2% 6.0% 100.0% 

就職活動に係る交通費の助成 
63 社 76 社 197 社 16 社 352 社 

17.9% 21.6% 56.0% 4.5% 100.0% 

採用者に対する引越費用の助成 
42 社 66 社 225 社 19 社 352 社 

11.9% 18.8% 63.9% 5.4% 100.0% 

給与水準・体系の見直し 
143 社 123 社 69 社 17 社 352 社 

40.6% 34.9% 19.6% 4.8% 100.0% 

年次有給とは別の特別休暇制度 
176 社 55 社 108 社 13 社 352 社 

50.0% 15.6% 30.7% 3.7% 100.0% 

育児・介護休業を取得しやすい 

雇用環境 

170 社 105 社 59 社 18 社 352 社 

48.3% 29.8% 16.8% 5.1% 100.0% 

健康支援に関する福利厚生 
179 社 113 社 42 社 18 社 352 社 

50.9% 32.1% 11.9% 5.1% 100.0% 

教育・研修制度の充実 
196 社 113 社 29 社 14 社 352 社 

55.7% 32.1% 8.2% 4.0% 100.0% 

テレワーク制度 
63 社 38 社 231 社 20 社 352 社 

17.9% 10.8% 65.6% 5.7% 100.0% 
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〈その他実施している取組〉 

・カーリース制度 

・残業管理，フレックスタイム制，時差出勤制 

・オフィス向け置き惣菜サービスの利用 

 

〈その他実施してみたい取組〉 

・旅行型研修制度 

・講習会，勉強会への参加 

・ホームページの開設 

 

 

 

4.5

33.0

69.0

11.9

17.9

11.9

40.6

50.0

48.3

50.9

55.7

17.9

10.8

9.9

10.5

21.9

21.6

18.8

34.9

15.6

29.8

32.1

32.1

10.8

79.3

52.6

15.3

60.2

56.0

63.9

19.6

30.7

16.8

11.9

8.2

65.6

5.4

4.5

5.1

6.0

4.5

5.4

4.8

3.7

5.1

5.1

4.0

5.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

入社祝金

家賃補助手当，借上住宅等

資格取得支援制度

インターンシップに係る交通費の助成

就職活動に係る交通費の助成

採用者に対する引越費用の助成

給与水準・体系の見直し

年次有給とは別の特別休暇制度

育児・介護休業を取得しやすい雇用環境

健康支援に関する福利厚生

教育・研修制度の充実

テレワーク制度

(%)

既に実施済み 実施してみたい 考えていない 無回答 (n=352)
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（６）若手正規従業員の採用確保のために，市に求める支援策はなんですか。（複数回答） 

※今後３年間での若手社員の採用予定について，予定ありを選択または無回答の企業 

 

「函館に残って就職した者への就職祝金の支給」が 52.3％と最も高く，次いで「合同企業説明

会の開催」が 31.8％，「職場見学会の開催」が 25.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他の主な回答〉 

・魅力を感じるまちづくり 

・市外から市内企業に就職した者への就職祝金の支給 

区分 総数 

インターンシップの導入・運営支援 89 社 25.3% 

合同企業説明会の開催 112 社 31.8% 

職場見学会の開催 90 社 25.6% 

保護者と接点を持つ機会の提供 30 社 8.5% 

先輩若手社員との交流会の開催 40 社 11.4% 

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブックの作成 35 社 9.9% 

企業紹介動画の作成，ＳＮＳ発信 51 社 14.5% 

函館に残って就職した者への就職祝金の支給 184 社 52.3% 

企業の採用力を高めるための事業 51 社 14.5% 

その他 21 社 6.0% 

無回答 40 社 11.4% 

合計 743 社   

25.3

31.8

25.6

8.5

11.4

9.9

14.5

52.3

14.5

6.0

11.4

0.0 20.0 40.0 60.0

インターンシップの導入・運営支援

合同企業説明会の開催

職場見学会の開催

保護者と接点を持つ機会の提供

先輩若手社員との交流会の開催

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブックの作成

企業紹介動画の作成，ＳＮＳ発信

函館に残って就職した者への就職祝金の支給

企業の採用力を高めるための事業

その他

無回答

(%)

(n=352)
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（７）若手正規従業員として，どのような方を採用したいですか。（単数回答）※今後３年間で

の若手社員の採用予定について，予定ありを選択した企業 

 

「新卒者，転職者を問わず採用したい」が 46.7％と最も高く，次いで「転職者を優先して採用

したい」が 16.8％，「新規高卒者，新規大卒者等を問わず採用したい」が 12.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
新規高卒者

を優先 

新規大卒者

等を優先 

新規高卒者，

新規大卒者

等を問わず 

新卒者，転職

者を問わず 
転職者を優先 無回答 合計 

総数 

38 社 39 社 43 社 156 社 56 社 2 社 334 社 

11.4% 11.7% 12.9% 46.7% 16.8% 0.6% 100.0% 

新規高卒者

を優先, 11.4%

新規大卒者等

を優先, 11.7%

新規高卒者，新

規大卒者等を問

わず, 12.9%

新卒者，転職者

を問わず, 46.7%

転職者を優先, 

16.8%

無回答, 

0.6%

(n=334)
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３．新規高卒者の採用について 

 

（１）新規高卒者が自社に定着するためにどんな課題があると感じますか。（複数回答）※若

手正規従業員として，どのような方を採用したいかについて，「新規高卒者を優先して採用したい」，「新規

高卒者，新規大卒者等を問わず採用したい」，「新卒者，転職者を問わず採用したい」を選択した企業 

 

「普段から高校生との接点が少なく，若者が求める就業環境のニーズを把握できていない」が

49.8％と最も高く，次いで「普段から高校生との接点が少なく，若者が求める福利厚生のニーズ

を把握できていない」が 37.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

普段から高校生との接点が少なく，若者が求める福利厚生の

ニーズを把握できていない 
89 社 37.6% 

普段から高校生との接点が少なく，若者が求める就業環境の

ニーズを把握できていない 
118 社 49.8% 

内定から入社までの期間中に内定者のニーズを把握したい

が，どうやって接点をもてば良いのかわからない 
30 社 12.7% 

面接や試験等，新規高卒者の特性に合った採用選考方法を

確立できていない 
47 社 19.8% 

新規高卒者の特性に合った採用選考基準を確立できていない 32 社 13.5% 

高卒社員の適性に合ったＯＪＴ・ＯＦＦＪＴを，効果的に実施でき

ていない 
52 社 21.9% 

高卒社員の相談に乗れる体制づくりが確立できていない 52 社 21.9% 

無回答 23 社 9.7% 

合計 443 社   

37.6

49.8

12.7

19.8

13.5

21.9

21.9

9.7

0.0 20.0 40.0 60.0

普段から高校生との接点が少なく，若者が求める福利厚生の

ニーズを把握できていない

普段から高校生との接点が少なく，若者が求める就業環境の

ニーズを把握できていない

内定から入社までの期間中に内定者のニーズを把握したい

が，どうやって接点をもてば良いのかわからない

面接や試験等，新規高卒者の特性に合った採用選考方法を

確立できていない

新規高卒者の特性に合った採用選考基準を確立できていない

高卒社員の適性に合ったＯＪＴ・ＯＦＦＪＴを，効果的に実施でき

ていない

高卒社員の相談に乗れる体制づくりが確立できていない

無回答

(%)

(n=237)
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４．新規大卒者等の採用について 

 

（新規大卒者等の採用実績がある，または採用予定がある方は回答願います）内閣府の要請

により，大卒予定者等への採用広報活動は採用前年の３月１日から，採用選考活動は６月１日

からとされている一方で，大学４年生の９割が４月までに会社説明会参加のピークを迎えてい

る状況です。 

（１）貴社の採用活動の開始時期はいつ頃ですか。（単数回答）※若手正規従業員として，どのよ

うな方を採用したいかについて，「新規大卒者等を優先して採用したい」，「新規高卒者，新規大卒者等を問わ

ず採用したい」，「新卒者，転職者を問わず採用したい」を選択した企業 

 

「必要に応じて採用しているため，採用活動時期は決まっていない」が 52.5％と最も高く，「無

回答」が 17.2％，「インターンシップ等により，採用前年の３月１日前から採用活動を開始してい

る」が 12.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターンシップ等により，採用

前年の３月１日前から, 12.2%

採用前年の３月１日から

５月３１日までの間, 8.8%

採用前年の

６月１日以降, 

9.2%必要に応じた採用のた

め，採用活動時期は決

まっていない, 52.5%

無回答, 

17.2%

(n=238)

区分 総数 

インターンシップ等により，採用前年の３月１日前から 29 社 12.2% 

採用前年の３月１日から５月３１日までの間 21 社 8.8% 

採用前年の６月１日以降 22 社 9.2% 

必要に応じた採用のため，採用活動時期は決まっていない 125 社 52.5% 

無回答 41 社 17.2% 

合計 238 社 100.0% 
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（２）採用活動が６月以降となる最大の理由はなんですか。（単数回答）※新規大卒者等の採用

活動の開始時期について，「採用前年の６月１日以降」を選択した企業 

 

「採用活動にマンパワーをかけられず間に合わないため」が 36.4％と最も高く，次いで「採用

計画の決定が４月以降のため」が 27.3％，「その他」が 22.7％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

採用計画の決定が４月以降 6 社 27.3% 

採用活動にマンパワーをかけられず間に合わない 8 社 36.4% 

これまで開始時期が遅くても採用できている 1 社 4.5% 

大学等からの推薦で採用充足している 0 社 0.0% 

欠員が出た都度の対応となる 2 社 9.1% 

その他 5 社 22.7% 

合計 22 社 100.0% 

採用計画の決定

が４月以降, 27.3%

採用活動にマンパワー

をかけられず間に合わ

ない, 36.4%

これまで開始時期が遅く

ても採用できている, 4.5%

欠員が出た都度の

対応となる, 9.1%

その他, 

22.7%

(n=22)
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５．貸与型奨学金返還支援制度について 

 

４年生大学に通う学生のうち，日本学生支援機構などの貸与型奨学金を受給している学生は

約半数に及び，借入総額は１人あたり平均 324 万円（39 歳以下），平均返還期間 14.7 年，平均

返還月額 16,880 円（年間約 20 万円）となっています。 

また，函館管内の高校卒業者の 71.9％が，進学により函館から転出しています。 

こうした状況を踏まえ，以下の設問に回答願います。 

（１）貸与型奨学金を返還している社員を把握していますか。また，人数を把握している場

合は人数もご記入ください。（単数回答）※若手正規従業員として，どのような方を採用したいかに

ついて，「新規大卒者等を優先して採用したい」，「新規高卒者，新規大卒者等を問わず採用したい」，「新卒

者，転職者を問わず採用したい」，「転職者を優先して採用したい」を選択した企業 

 

「把握していない」が 74.1％，「把握している」が 19.0％となった。 

 

 

 

 

 

区分 

  
   

把握して

いない 

 

無回答 

 

合計 
把握して

いる 

0 人 
(返還している 

社員がいない) 1～2人 3 人以上 無回答 

総数 

56 社 (37 社) (12 社) (1 社) (6 社) 218 社 20 社 294 社 

19.0% 

(100.0%) 
(66.1%) (21.4%) (1.8%) (10.7%) 74.1% 6.8% 100.0% 

把握していない, 

74.1%

無回答, 

6.8%

0人(返還して

いる社員がい

ない),(66.1%)

1～2人,

(21.4%)
3人以上,

(1.8%)

無回答, 

(10.7%)

把握している,

19.0%

(n=294)
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（２）貴社では，社員の貸与型奨学金返還を支援する制度を実施していますか。（単数回答）

※若手正規従業員として，どのような方を採用したいかについて，「新規大卒者等を優先して採用したい」，

「新規高卒者，新規大卒者等を問わず採用したい」，「新卒者，転職者を問わず採用したい」，「転職者を

優先して採用したい」を選択した企業 

 

「実施していない」が 88.1％，「無回答」が 6.1％，「実施について検討中」が 4.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 実施している 実施していない 
実施について

検討中 
無回答 合計 

総数 

4 社 259 社 13 社 18 社 294 社 

1.4% 88.1% 4.4% 6.1% 100.0% 

実施している, 

1.4%

実施していない, 

88.1%

実施について

検討中, 4.4%

無回答, 

6.1%

(n=294)
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若者の地元企業への就職や市外からのＵＩＪターン就職を促進するため，地方の企業へ若者

が就職する場合に，若者が抱える貸与型奨学金の返還を支援する自治体が増えています。 

（３）貸与型奨学金返還支援制度があった場合，貴社の採用活動にとって利点になると思い

ますか。（単数回答）※若手正規従業員として，どのような方を採用したいかについて，「新規大卒者等を

優先して採用したい」，「新規高卒者，新規大卒者等を問わず採用したい」，「新卒者，転職者を問わず採用

したい」，「転職者を優先して採用したい」を選択した企業 

 

「わからない」が 48.3％，「思う」が 32.3％，「思わない」が 13.9％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 思う 思わない わからない 無回答 合計 

総数 
95 社 41 社 142 社 16 社 294 社 

32.3% 13.9% 48.3% 5.4% 100.0% 

思う, 32.3%

思わない, 

13.9%

わからない, 48.3%

無回答, 

5.4%

(n=294)
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（４）貸与型奨学金返還支援制度があった場合，若手正規従業員の函館市への定着にとって

利点になると思いますか。（単数回答）※若手正規従業員として，どのような方を採用したいかについ

て，「新規大卒者等を優先して採用したい」，「新規高卒者，新規大卒者等を問わず採用したい」，「新卒者，

転職者を問わず採用したい」，「転職者を優先して採用したい」を選択した企業 

 

「思う」が 50.3％，「わからない」が 24.8％，「思わない」が 20.4％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 思う 思わない わからない 無回答 合計 

総数 
148 社 60 社 73 社 13 社 294 社 

50.3% 20.4% 24.8% 4.4% 100.0% 

思う, 50.3%

思わない, 

20.4%

わからない, 24.8%

無回答, 

4.4%

(n=294)
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（５）市が企業とともに社員の奨学金返還の支援を実施する場合，企業の皆様にも一部費用

の負担と就業規則等の改正をお願いすることになりますが，仮に市で返還支援制度を創設し

た場合の制度活用についての貴社のご意向をお尋ねします。（単数回答）※若手正規従業員とし

て，どのような方を採用したいかについて，「新規大卒者等を優先して採用したい」，「新規高卒者，新規大卒

者等を問わず採用したい」，「新卒者，転職者を問わず採用したい」，「転職者を優先して採用したい」を

選択した企業 

 

「わからない」が 38.1％，「（返還中の社員１人あたりの）企業負担金が妥当な額なら活用した

い」が 19.0％，「就業規則の改正は対応できるが，企業負担をしてまで活用しようとは思わない」

が 15.6％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

負担金が妥当

な額なら活用

したい 

負担金支出は良

いが，就業規則

の改正までは考

えていない 

就業規則の改

正は対応でき

るが，負担をし

てまで活用しよ

うとは思わない 

活用しない わからない 無回答 合計 

総数 
56 社 20 社 46 社 42 社 112 社 18 社 294 社 

19.0% 6.8% 15.6% 14.3% 38.1% 6.1% 100.0% 

負担金が妥当な額なら

活用したい, 19.0%

負担金支出は良いが，

就業規則の改正まで

は考えていない, 6.8%

就業規則の改正は対応でき

るが，負担をしてまで活用し

ようとは思わない, 15.6%活用しない, 

14.3%

わからない, 38.1%

無回答, 

6.1%

(n=294)
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（６）返還に係る企業負担額については，どれくらいが妥当と考えますか。（単数回答）※仮

に市で返還支援制度を創設した場合の制度活用について，「企業負担金が妥当な額なら活用したい」または

「企業負担金を支出するのは良いが，就業規則の改正までは考えていない」を選択した企業 

 

「平均年間返済額に対し３分の１（約７万円）」が 36.8％，「平均年間返済額に対し２分の１（約

１０万円）」が 32.9％，「わからない」が 19.7％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 
平均年間返済額

に対し３分の２ 

平均年間返済額

に対し２分の１ 

平均年間返済額

に対し３分の１ 
わからない 合計 

総数 

8 社 25 社 28 社 15 社 76 社 

10.5% 32.9% 36.8% 19.7% 100.0% 

平均年間返済額に対し

３分の２, 10.5%

平均年間返済額に対し

２分の１, 32.9%

平均年間返済額に対し

３分の１, 36.8%

わからない, 

19.7%

(n=76)
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（７）返還支援期間については，何年間が妥当と考えますか。（単数回答）※仮に市で返還支援

制度を創設した場合の制度活用について，「企業負担金が妥当な額なら活用したい」または「企業負担金を支

出するのは良いが，就業規則の改正までは考えていない」を選択した企業 

 

「５年間（平均返済期間の３分の１）」が30.3％，「７年間（平均返済期間の２分の１）」が25.0％，

「わからない」が 23.7％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 ７年間 ５年間 ３年間 わからない 合計 

総数 
19 社 23 社 16 社 18 社 76 社 

25.0% 30.3% 21.1% 23.7% 100.0% 

７年間, 

25.0%

５年間, 

30.3%

３年間, 21.1%

わからない, 

23.7%

(n=76)
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（８）制度を活用しない（活用に消極的な）理由はなんですか。（複数回答）※仮に市で返還支

援制度を創設した場合の制度活用について，「活用しない」を選択した企業 

 

「社員の定着につながるか不明だから」が 66.7％，「他の社員との公平性を欠く恐れがあるか

ら」が 57.1％，「企業の費用負担が発生するから」が 45.2％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 総数 

他の社員との公平性を欠く恐れがある 24 社 57.1% 

社員の定着につながるか不明 28 社 66.7% 

高卒採用が主体のためニーズがない 10 社 23.8% 

自社に就職したいという学生への動機付けに 

なるか不明 
11 社 26.2% 

企業の費用負担が発生する 19 社 45.2% 

就業規則の改正が手間 4 社 9.5% 

その他 2 社 4.8% 

合計 98 社   

57.1

66.7

23.8

26.2

45.2

9.5

4.8

他の社員との公平性を欠く恐れがある

社員の定着につながるか不明

高卒採用が主体のためニーズがない

自社に就職したいという学生への動機付けになるか不明

企業の費用負担が発生する

就業規則の改正が手間

その他

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0
(%)

(n=42)
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６．若者の地元定着を実現させるためにお考えのことやお感じのことがありましたら，ご意見をお聞

かせ下さい。（自由記述） 

 

自由記述を主な内容で分類すると，「住みよいまちづくり」に関する内容が 24.3%と最も高

く，次いで「企業誘致，働ける場の増加」が 23.4%となった。 

 

区分 総数 

給料の上昇 15 社 13.5% 

大型商業施設の建設・誘致 4 社 3.6% 

娯楽施設等の建設・誘致 10 社 9.0% 

企業誘致，働ける場の増加 26 社 23.4% 

地元企業への支援 13 社 11.7% 

職場環境の改善 13 社 11.7% 

交通の利便性の向上・改善 1 社 0.9% 

住みよいまちづくり 27 社 24.3% 

地域の情報発信 5 社 4.5% 

子育て支援 5 社 4.5% 

移住・定住の促進 6 社 5.4% 

補助金等の支援 14 社 12.6% 

大学を増やす・誘致 5 社 4.5% 

教育機関との連携 8 社 7.2% 

その他 20 社 18.0% 

合計 172 社   

※複数の分野にわたる意見については重複してカウント 

 

〈その他の主な回答〉 

・希望する業種に偏りがある 

・函館の良さ・素晴らしさを感じていない 

・地域の企業との交流を図るイベントの企画が必要 

 

 

 

 

 

(n=111) 
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Ⅵ．参考資料 調査票 

 

１．【高校生】 
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２．【大学生等】 
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３．【若手社員】 
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４．【企業】 
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